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農
林
畜
産
物
共
進
会
受
賞
者
名
 

（
 
）は
副
賞
 

【
穀
類
】 

◆
玄
米
▼
最
優
秀
賞
＝
下
浅
武
信（
南
部

地
域
農
業
共
済
組
合
長
賞
）▼
優
秀
賞
＝

吹
越
伍
郎
助
▼
優
良
賞
＝
蛯
沢
東
 

◆
豆
類
▼
優
秀
賞
＝
滝
沢
操（
と
う
ほ
く

天
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
）▼
優
良
賞
＝

藤
田
勇
 

【
野
菜
】 

◆
な
が
い
も
▼
最
優
秀
賞
＝
蛯
沢
福
永（
野

辺
地
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
長

賞
）▼
優
秀
賞
＝
乙
部
勝
弘
▼
優
良
賞
＝

久
保
田
二
郎
、野
田
頭
繁
雄
 

◆
大
根
▼
最
優
秀
賞
＝
沼
辺
真
一（
全
国

農
業
協
同
組
合
連
合
会
青
森
県
本
部
長
賞
）

▼
優
秀
賞
＝
向
井
義
雄
▼
優
良
賞
＝
沼
山

一
雄
、沢
居
喜
一
 

◆
に
ん
じ
ん
▼
最
優
秀
賞
＝
久
保
田
貴
一

（
と
う
ほ
く
天
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
）▼

優
秀
賞
＝
久
保
田
信
一
▼
優
良
賞
＝
乙
部

義
弘
、長
久
保
則
男
、岡
山
春
男
 

◆
ご
ぼ
う
▼
最
優
秀
賞
＝
荒
木
美
鶴（
青

森
県
知
事
賞
）▼
優
秀
賞
＝
吹
越
大
輔
、岡

山
精
二
▼
優
良
賞
＝
萠
出
守
、野
田
頭
繁

雄
、吹
越
嘉
忠
 

◆
馬
鈴
薯
▼
最
優
秀
賞
＝
土
橋
公
男（
と

う
ほ
く
天
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
）▼
優

秀
賞
＝
乙
部
英
夫
▼
優
良
賞
＝
瀬
川
勝
、

沼
山
武
美
 

◆
キ
ャ
ベ
ツ
▼
最
優
秀
賞
＝
野
田
頭
フ
ミ

子（
と
う
ほ
く
天
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
）

▼
優
良
賞
＝
岡
山
セ
ツ
、岡
山
み
き
 

◆
白
菜
▼
優
秀
賞
＝
熊
沢
竹
松
▼
優
良
賞

＝
福
村
竹
松
 

◆
ほ
う
れ
ん
草
▼
優
秀
賞
＝
野
田
頭
繁
雄

▼
優
良
賞
＝
乙
部
俊
男
 

◆
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
▼
優
良
賞
＝
野
田
頭
ト

シ
子
 

◆
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
▼
優
秀
賞
＝
桜
井
ヤ
エ

◆
赤
・
白
か
ぶ
▼
優
秀
賞
＝
蓬
畑
硬
一
郎

▼
優
良
賞
＝
沼
山
清
治
 

◆
こ
か
ぶ
▼
優
良
賞
＝
滝
沢
定
男
 

◆
春
菊
▼
優
良
賞
＝
久
保
登
 

◆
そ
の
他
野
菜
▼
優
良
賞
＝
長
久
保
徳
次

郎
、浅
井
征
男
 

【
飼
料
作
物
】 

◆
乾
牧
草
▼
最
優
秀
賞
＝
吹
越
利
一（
東

北
町
地
方
酪
農
青
年
研
究
連
盟
委
員
長
賞
）

▼
優
秀
賞
＝
宮
川
敬
二（
東
北
町
地
方
酪

農
青
年
研
究
連
盟
委
員
長
賞
）▼
優
良
賞

＝
福
村
福
美（
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合

長
賞
）、冨
田
正
信（
東
北
町
地
方
酪
農
青

年
研
究
連
盟
委
員
長
賞
） 

◆
デ
ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
▼
最
優
秀

賞
＝
吹
越
利
一（
東
北
町
地
方
酪
農
青
年

研
究
連
盟
委
員
長
賞
）▼
優
良
賞
＝
沼
山

和
浩
 

◆
牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
▼
優
秀
賞
＝
木
村
信

一（
東
北
町
地
方
酪
農
青
年
研
究
連
盟
委

員
長
賞
）▼
優
良
賞
＝
方
波
見
敬
 

【
食
生
活
】 

◆
家
庭
食
▼
最
優
秀
賞
＝
蛯
沢
清
子（
と

う
ほ
く
天
間
農
業
協
同
組
合
長
賞
）▼
優

秀
賞
＝
土
橋
幸
枝
▼
優
良
賞
＝
山
田
キ
ヨ
、

中
根
久
美
子
 

農
林
畜
産
物
共
進
会
表
彰
式
 

“秋の実り”今年1年の収穫に感謝！ “秋の実り”今年1年の収穫に感謝！ “秋の実り”今年1年の収穫に感謝！ 産業文化まつり 産業文化まつり 

長いもジュースPR ウナギのつかみ取りコーナー 

肉汁無料サービスコーナーに長蛇の列 会場は笑いでいっぱい 

重量を当ててお米ゲット！！ 
JAのお米広場 

自慢の優良出品物自慢の優良出品物 共進会表彰式共進会表彰式 自慢の優良出品物 共進会表彰式 

子供たちに大人気子供たちに大人気 ミニ水族館コーナーミニ水族館コーナー 今年の長いもの出来は？今年の長いもの出来は？ 今年の長いもの出来は？ 子供たちに大人気 ミニ水族館コーナー 

園児たちも一緒にもちつき 
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　東北町産業文化まつりが11月５

日、６日の２日間、北総合運動公園

内トレーニングセンターで行われ

ました。 

　農業まつり、商工まつり、水産ま

つり、文化まつりと多彩な催しに、

会場はにぎわいをみせていました。 

　会場では、農林畜産物・水産物の

共進会、公民館講座作品展示、バラ

エティーショーなどが行われ、訪

れた人たちは、大いに楽しんでい

ました。 

“秋の実り”今年1年の収穫に感謝！ “秋の実り”今年1年の収穫に感謝！ 産業文化まつり 産業文化まつり 産業文化まつり 

長いもジュース長いもジュースPR ウナギのつかみ取りコーナーウナギのつかみ取りコーナー 長いもジュースPR

肉汁無料サービスコーナーに長蛇の列肉汁無料サービスコーナーに長蛇の列 会場は笑いでいっぱい会場は笑いでいっぱい 肉汁無料サービスコーナーに長蛇の列 会場は笑いでいっぱい 

ウナギのつかみ取りコーナー 
重量を当ててお米ゲッ重量を当ててお米ゲット！！ 

JAのお米広場のお米広場 
重量を当ててお米ゲット！！ 

JAのお米広場 

自慢の優良出品物 共進会表彰式 

子供たちに大人気 ミニ水族館コーナー 今年の長いもの出来は？ 

園児たちも一緒にもちつき園児たちも一緒にもちつき 園児たちも一緒にもちつき 
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もちつき大会 会場は大勢の人でにぎわいました 

骨密度測定で健康チェック 

木工品販売コーナー しじみの計り売りも大人気 日赤奉仕団によるあつあつ豚汁 

ステージでは保育園児が踊りを披露 

抹茶のお味はいかが？ 

◆
奨
励
賞
 

〔
個
人
の
部
〕 

▽
田
中
聖
子（
花
向
町
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　
丹
前
か
ら
作
業
衣
）▽
堀
田
千
鶴

　
子（
大
浦
・
南
部
菱
差
し（
手
さ
げ

　
他
））▽
和
田
一（
旭
町
・
小
物
入
れ

　
タ
ン
ス
） 

〔
団
体
の
部
〕 

▽
駅
前
婦
人
学
級（
く
る
み
絵
他
） 

▽
新
町
婦
人
学
級（
リ
フ
ォ
ー
ム（
ふ

　
く
ろ
う
の
壁
掛
け
））▽
上
北
中
学

　
校
母
親
委
員
会（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
） 

◆
優
等
賞〔
八
甲
田
農
協
代
表
理
事

　
組
合
長
賞
〕‐
駒
嶺
詔
子（
新
町
）枝

　
豆
と
長
い
も
の
ご
ま
お
こ
わ
 

◆
壱
等
賞〔
八
甲
田
農
協
代
表
理
事

　
組
合
長
賞
〕‐
和
田
佐
由
美（
新
町
）

　
シ
ラ
ウ
オ
と
ピ
ー
マ
ン
の
マ
リ
ネ
 

◆
弐
等
賞〔
小
川
原
湖
漁
協
代
表
理

　
事
組
合
長
賞
〕‐
和
田
香
美（
新
町
）

　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
わ
か
さ
ぎ

　
み
そ
 

◆
参
等
賞〔
小
川
原
湖
漁
協
代
表
理

　
事
組
合
長
賞
〕‐
蛯
名
郁
子（
栄
沼
）

　
ザ
リ
ガ
ニ
入
り
チ
リ
ソ
ー
ス
ビ
ー

　
フ
ン
 

◆
参
等
賞〔
町
農
業
委
員
会
長
賞
〕‐

　
和
田
コ
ト（
新
町
）長
芋
と
ジ
ャ
ガ

　
イ
モ
の
バ
タ
ー
味
噌
風
味
 

◆
努
力
賞〔
町
観
光
協
会
長
賞
〕‐
新

　
山
節
子（
新
山
）割
り
梅
の
氷
砂
糖

　
漬
・
み
ょ
う
が
の
梅
酢
漬
 

◆
努
力
賞〔
町
商
工
会
長
賞
〕‐
橘
ま

　
さ（
新
町
）枝
豆
と
し
ら
す
干
し
の

　
お
ろ
し
合
和
え
 

◆
最
優
秀
賞〔
東
奥
日
報
社
賞
〕 

▽
総
合
‐
瀬
川
良
子（
徳
万
才
） 

◆
最
優
秀
賞〔
デ
ー
リ
ー
東
北
社
賞
〕

▽
盆
養
‐
蛯
名
テ
ル
子（
上
野
） 

▽
福
助
‐
瀬
川
明
子（
徳
万
才
） 

▽
切
花
‐
瀬
川
紀
美
子（
徳
万
才
） 

◆
優
秀
賞〔
青
銀
上
北
支
店
長
賞
〕 

▽
盆
養
‐
瀬
川
良
子（
徳
万
才
） 

▽
福
助
‐
瀬
川
良
子（
徳
万
才
） 

▽
切
花
‐
蛯
名
テ
ル
子（
上
野
） 

◆
優
秀
賞〔
県
信
用
上
北
町
支
店
長

賞
〕 

▽
盆
養
‐
瀬
川
紀
美
子（
徳
万
才
） 

▽
福
助
‐
瀬
川
み
ゑ
子（
徳
万
才
） 

▽
切
花
‐
瀬
川
良
子（
徳
万
才
） 

◆
努
力
賞〔
（株）
松
本
商
店
賞
〕 

▽
盆
養
‐
佐
々
木
礼
子（
徳
万
才
） 

▽
福
助
‐
瀬
川
紀
美
子（
徳
万
才
） 

▽
切
花
‐
佐
々
木
か
つ
よ（
徳
万
才
） 

　
東
北
町
畜
産
品
評
会
が
十
月
二
十

一
日
、道
ノ
下
放
牧
場
で
行
わ
れ
、町

内
二
十
七
戸
の
農
家
か
ら
三
十
六
頭

の
子
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

名
号（
所
有
者
・
町
内
名
） 

◎
黒
毛
和
種
の
部（
雄
） 

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
‐
花
高
田（
高
田

　
静
雄
・
徳
万
才
） 

▽
優
等
賞
‐
優
達（
蛯
名
達
男
・
上
野
）

▽
一
等
賞
‐
花
聖（
佐
々
木
昭
一
・
徳

　
万
才
） 

▽
二
等
賞
‐
花
茂
勝（
瀬
川
三
男
・
徳

　
万
才
）花
利（
瀬
川
利
男
・
同
） 

▽
三
等
賞
‐
平
兵
衛（
和
田
孫
兵
衛
・

　
上
野
）花
平
４（
和
田
貢
穂
・
同
）国

　
次（
瀬
川
与
一
郎
・
徳
万
才
） 

◎
黒
毛
和
種
の
部（
雌
） 

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
‐
は
な
さ
き（
佐
々

　
木
昭
一
・
徳
万
才
） 

▽
優
等
賞
‐
は
な
し
お（
瀬
川
三
男
・

　
徳
万
才
） 

▽
一
等
賞
‐
は
な
ひ
ら（
森
川
清
・
境

　
ノ
沢
）た
つ
は
な（
瀬
川
力
之
進
・

　
徳
万
才
） 

▽
二
等
賞
‐
は
な
く
ろ（
和
田
貢
穂
・

　
上
野
）ひ
ら
な
み（
瀬
川
巖
・
徳
万

　
才
） 

▽
三
等
賞
‐
は
な
も
も（
蛯
名
達
男
・

　
上
野
）わ
た
ゆ
き（
和
田
貢
穂
・
同
）

　
は
な
べ
い（
和
田
孫
兵
衛
・
同
）み

　
み（
瀬
川
三
男
・
徳
万
才
）ゆ
う
く

　
に（
佐
々
木
昭
一
・
同
） 

◆
最
優
秀
賞
‐
赤
平
町
内
会
 

◆
優
秀
賞
‐
戸
舘
町
内
会
、徳
万
才
町

　
内
会
 

◆
努
力
賞
‐
新
町
町
内
会
、八
幡
町
内

　
会
、才
市
田
町
内
会
 

　
よ
い
歯
の
老
人
は
、自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
65
歳
以
上
の
方
の

中
で
、歯
科
医
が
最
も
優
秀
と
認
め

た
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

▽
小
泉
博
治（
水
喰
）65
歳
 

　
残
本
数
‐
28
本
 

▽
小
笠
原
與
一
郎（
小
川
原
）84
歳
 

　
残
本
数
‐
28
本
 

各
　
展
　
表
　
彰
　
関
　
係
 

畜

産

品

評

会
 

よ
い
歯
の
老
人
 

文
　
化
　
展
　
の
　
部
 

花
い
っ
ぱ
い
環
境
美
化
 

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
 

菊
　
花
　
展
　
の
　
部
 

　
　
　〔
　
　
〕は
副
賞
 

ふ
る
さ
と
の
味
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
 

〔
　
　
〕は
副
賞
 

平
成
 

平
成
 1717
年
度
東
北
町
生
き
活
き
ま
つ
り
 

年
度
東
北
町
生
き
活
き
ま
つ
り
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平
成
十
七
年
度
東
北
町
生
き
活
き

ま
つ
り
が
十
一
月
五
日
、六
日
、町
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
で
開
催

さ
れ
、大
勢
の
町
民
が
詰
め
掛
け
ま

し
た
。 

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
関
係
者
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
ま
つ
り
が
ス
タ
ー

ト
し
、彩
湖
舞
姫
会
や
上
野
保
育
園
、

わ
か
さ
ぎ
保
育
園
の
園
児
が
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
や
太
鼓
を
披
露
し
ス
タ
ー

ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
展
示
し
た
文
化
展
や
健
康
展
、農

協
や
商
工
関
係
者
に
よ
る
展
示
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、屋

外
で
は
漁
協
や
物
産
協
議
会
な
ど
に

よ
る
露
店
が
軒
を
並
べ
、餅
つ
き
が

行
わ
れ
る
な
ど
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。 

　
各
展
に
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
は
じ

め
、先
に
行
わ
れ
た「
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
」と「
畜
産
品
評
会
」の
入

賞
者
も
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

もちつき大会もちつき大会 もちつき大会 会場は大勢の人でにぎわいました会場は大勢の人でにぎわいました 会場は大勢の人でにぎわいました 

骨密度測定で健康チェック骨密度測定で健康チェック 

木工品販売コーナー木工品販売コーナー しじみの計り売りも大人気しじみの計り売りも大人気 日赤奉仕団によるあつあつ豚汁日赤奉仕団によるあつあつ豚汁 木工品販売コーナー しじみの計り売りも大人気 日赤奉仕団によるあつあつ豚汁 

ステージでは保育園児が踊りを披露ステージでは保育園児が踊りを披露 ステージでは保育園児が踊りを披露 

抹茶のお味はいかが？抹茶のお味はいかが？ 骨密度測定で健康チェック 抹茶のお味はいかが？ 

大
勢
の
町
民
が
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
集
う
！
 

平
成
平
成
 

平
成
平
成
 

平
成
 171717
年
度
東
北
町
生

年
度
東
北
町
生
き
活
き
ま
つ
り
 

年
度
東
北
町
生

年
度
東
北
町
生
き
活
き
ま
つ
り
 

年
度
東
北
町
生
き
活
き
ま
つ
り
 



ナ
イ
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
戦
 

　
　
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
チ
ー
ム
優
勝
！
 
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
願
い
 

　
　
　
 
連
携
教
育
推
進
会
議
発
足
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第
三
十
回
東
北
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦
が
十
月

三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
東
北
町
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
九
チ
ー
ム
総
当
た
り
の

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、約
一
か
月
に

わ
た
る
熱
戦
の
結
果
、モ
ー
ニ
ン
グ

娘
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

▽
優
勝
‐
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
 

▽
準
優
勝
‐
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
一
心
 

▽
残
念
賞
‐
ザ
・
リ
ョ
ウ
ゴ
エ
ン
 

▽
最
優
秀
選
手
賞
‐
蛯
名
和
樹（
モ
ー

娘
）▽
優
秀
選
手
賞
‐
浜
田
正
隆（
一

心
）▽
敢
闘
賞
‐
鶴
ヶ
崎
直
人（
リ
ョ

ウ
ゴ
エ
ン
） 

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

　
上
北
中
学
校（
廣
野
雅
美
校
長
）の

生
徒
会（
中
村
幸
雄
会
長
）が
十
月
二

十
五
日
、上
中
祭
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
や
P
T
A
な
ど
の
益
金
三
万

八
百
四
十
円
を
東
北
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

▲新たに発足した連携教育推進会議 

表彰状を受けとる佐々木会長表彰状を受けとる佐々木会長 表彰状を受けとる佐々木会長 

受賞報告をした中野代表受賞報告をした中野代表 受賞報告をした中野代表 
▲中村生徒会長（右）から 
　　　　　　　吹越会長（左）へ 

▲優勝を飾ったモーニング娘チーム 

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を

支
え
る
、保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
、小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
滑
ら
か
な
移

行
の
た
め
に
と
、保
・
小
・
中
連
携
教

育
推
進
会
議
が
十
一
月
十
一
日
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
会
議
に
は
、保
育
園（
所
）長
、小
・

中
学
校
長
、行
政
関
係
課
長
ら
が
出
席
。

委
員
に
対
し
委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、

会
長
に
荒
谷
玲
子
千
曳
小
学
校
長
、

副
会
長
に
榎
本
興
悦
千
曳
保
育
園
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
議
で
は
、事
務
局
を
教
育
委

員
会
学
務
課
に
置
き
、今
後
、保
・
小
・

中
連
携
教
育
に
つ
い
て
研
究
し
、幼

児
教
育
及
び
小
学
校
教
育
、そ
し
て

中
学
校
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

受賞おめでとうございます 
　平成17年度青森県道路愛護等功労

者表彰式が10月24日、青森市で開かれ、

徳万才町内会（佐々木千代壽会長）が

県知事表彰を受賞しました。 

　これは同町内会が長年にわたり道

路清掃や花いっぱい運動など地域の

環境美化に努めてきた功績が認めら

れたものです。 

　東北町上北地区食生活改善推進員

会（代表－中野幸子）が10月28日、厚

生労働大臣賞を受賞しました。これは、

17年の永きにわたり各種料理教室等

を通し、町民の健康づくりに努め、栄養・

食生活改善の担い手として貢献して

きた功績が認められたものです。 善
意
あ
り
が
と
う 



美
の
選
り
す
ぐ
り
が
集
う
 

　
　
　
青
森
県
秀
作
美
術
展
 

お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
 

　
　
　
園
児
が
職
場
慰
問
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今
年
で
第
十
七
回
を
迎
え
る
県
秀

作
美
術
展
が
十
一
月
三
日
か
ら
七
日

ま
で
の
五
日
間
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、た

く
さ
ん
の
美
術
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し

た
。 

　
展
示
さ
れ
た
の
は
、県
内
外
で
活

躍
し
て
い
る
作
家
の
作
品
と
、県
展

で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
、油

彩
六
十
六
点
、版
画
十
点
、日
本
画
十

六
点
、水
彩
十
三
点
、和
紙
造
形
二
点
、

創
作
水
墨
線
画
一
点
の
計
百
八
点
を

展
示
。会
場
を
訪
れ
た
美
術
フ
ァ
ン

は
、見
事
な
作
品
の
数
々
を
心
行
く

ま
で
鑑
賞
し
、芸
術
の
秋
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
町
で
は
十
月
二
十
六
日
、同
日
に

百
歳
を
迎
え
た
小
川
タ
ヨ
さ
ん
に
長

寿
祝
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。 

　
小
川
さ
ん
は
一
九
〇
五（
明
治
三

十
八
）年
十
月
二
十
六
日
、一
本
木
村

（
現
今
別
町
）生
ま
れ
。戦
後
乙
供
に

移
り
住
み
、子
供
十
人
、孫
二
十
一
人
、

ひ
孫
二
十
五
人
、玄
孫
二
人
の
大
家

族
。現
在
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
天
寿
園
」に
入
所
。民
謡
や
買
い
物

が
好
き
で
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、竹
内
亮
一
町
長
が

長
寿
祝
い
金
三
十
万
円
と
花
束
を
手

渡
し
、長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合（
沼
邉

武
志
組
合
長
）が
十
月
二
十
五
日
、小

川
原
湖
の
七
戸
川
と
土
場
川
河
口
付

近
に
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
稚
ガ
ニ
約
一
万

五
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
稚
ガ
ニ
は
、同
漁
協
が
六
月

に
ふ
化
さ
せ
、約
四
ヵ
月
か
け
て
体

長
一
�
ほ
ど
の
大
き
さ
に
成
長
さ
せ

た
も
の
で
す
。 

　
漁
協
関
係
者
ら
が「
大
き
く
な
れ

よ
」と
声
を
か
け
な
が
ら
、次
々
に
放

流
す
る
と
、稚
ガ
ニ
た
ち
は
元
気
に

泳
い
で
い
き
ま
し
た
。 

　
放
流
さ
れ
た
稚
ガ
ニ
は
、川
上
へ

そ
上
し
、三
年
く
ら
い
で
産
卵
の
た

め
に
小
川
原
湖
に
戻
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

▲稚ガニを放流する漁協関係者 

▲園児たちがかわいい花とツリーをプレゼント 

▲竹内町長から祝い金と花束が贈られました 

▲会場には見事な作品がズラリ 

表彰状を受けとる佐々木会長 

受賞報告をした中野代表 

100
歳
を
祝
い
長
寿
祝
い
金
贈
る
 

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

大
き
く
な
れ
よ
 

モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
稚
ガ
ニ
を
放
流
 

　
乙
供
保
育
園（
久
保
田
喜
美
子
園

長
）の
園
児
八
人
が
十
一
月
十
六
日
、

役
場
分
庁
舎
を
訪
れ
、職
員
を
激
励

し
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は「
お
仕
事
ご
苦
労
様

で
す
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」と
か
わ
い
い
花
と
ツ
リ
ー
を

職
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、十
一
月
二
十
三
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
ち
な
ん
で
実
施
し
た

も
の
で
す
。 

cm
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ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
四
日
間
に
て
　
　
 

　
上
北
中
三
年
　
相
原
　
万
莉
 

位
し
か
な
か
っ
た
の
で
、や
っ
ぱ
り

ロ
シ
ア
の
人
は
体
型
が
い
い
か
ら
、

間
隔
が
狭
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
ロ
シ
ア
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
、ロ
シ
ア
の

物
は
値
段
が
安
い
の
で
、働
い
て
生

活
費
を
稼
ご
う
と
思
っ
て
も
、そ
ん

な
に
お
金
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
、ロ
シ
ア
で
暮
ら
す
と
な
る

と
、言
葉
も
通
じ
な
い
し
、本
当
に
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ

を
考
え
た
ら
、水
道
水
も
飲
め
る
し
、

便
利
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
、裕

福
な
日
本
が
一
番
い
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。 

　
私
は
こ
の
海
外
派
遣
を
通
じ
て
、

日
本
の
す
ば
ら
し
さ
と
ど
こ
の
国
に

も
苦
労
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。日
本
に
帰
っ
て
き
た

今
、こ
の
体
験
を
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。最
後
に
、関
係
者
の

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　
私
は
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
派
遣
者
の

一
員
と
し
て
八
月
七
日
か
ら
十
日
ま

で
の
四
日
間
、ロ
シ
ア
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
青
森
空
港
か
ら
約
二
時
間
か
け
て

ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
空
港
に
着

き
ま
し
た
。 

　
私
に
は
ロ
シ
ア
は
寒
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
少
し
不
安
で

し
た
が
、全
然
そ
ん
な
こ
と
は
な
く

暑
い
く
ら
い
で
し
た
。 

　
一
日
目
の
夜
は
疲
れ
て
い
た
の
で

す
ぐ
寝
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
私
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
ロ
シ
ア
の
学
校
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
。学
校
の
中
は
階
ご
と
に
壁
の
色

が
違
い
、ピ
ン
ク
や
黄
色
、水
色
な
ど

カ
ラ
フ
ル
に
塗
ら
れ
て
い
て
綺
麗
で

し
た
。ま
た
、ロ
シ
ア
の
学
生
と
交
流

す
る
場
で
は
、歌
や
楽
器
の
演
奏
で

歓
迎
を
受
け
、さ
ら
に
た
く
さ
ん
の

遊
び
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ

こ
で
私
が
驚
い
た
の
は
、ロ
シ
ア
の

学
生
は
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、自
ら
説

明
し
た
り
誘
っ
た
り
す
る
行
動
力
が

す
ご
か
っ
た
こ
と
で
す
。私
は
、積
極

性
の
違
い
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、「
見
習

わ
な
い
と
な
ぁ
」と
思
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
三
日
目
は
博
物
館
見
学
と

ア
ム
ー
ル
川
遊
覧
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
博
物
館
で
は

ロ
シ
ア
の
歴
史
的
な
品
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
は
、
食
べ
物
や
品
物
が
安
す
ぎ

て
た
く
さ
ん
買
い
物
を
し
て
も
お
金

が
減
ら
ず
使
う
の
に
大
変
で
し
た
。

　
四
日
目
は
日
本
人
墓
地
で
参
拝
を

し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
お
墓
は
日
本

に
あ
る
お
墓
と
少
し
違
っ
た
の
で
印

象
的
で
し
た
。 

　
こ
の
四
日
間
の
ロ
シ
ア
の
食
事
は

野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
多
く
、
種
類

が
た
く
さ
ん
出
る
の
で
食
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
お
い
し
か
っ
た

で
す
。 

　
ロ
シ
ア
と
日
本
の
時
差
は
二
時
間

あ
り
、
ロ
シ
ア
の
時
間
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
帰
っ
て
来
て
か
ら
は
何

だ
か
お
か
し
な
感
じ
で
し
た
。 

　
ロ
シ
ア
で
過
ご
し
た
四
日
間
は
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
行

け
る
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。 

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」に
参
加
し
て
 

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」に
参
加
し
て
 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
視
察
派
遣
事
業
に
参
加
し
て
 

東
北
中
三
年
　
向
井
　
あ
か
ね
 

　
私
は
今
回
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
行
っ

た
こ
と
で
数
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。町
全
体
の
つ
く

り
や
人
々
の
生
活
習
慣
な
ど
完
全
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、少
し
で
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
地
方
で
現
地
の
子
供
と
話
を

す
る
機
会
が
あ
り
、英
語
を
使
い
簡

単
な
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。私
は
簡
単
な
あ
い
さ
つ
も
ほ
と

ん
ど
ロ
シ
ア
語
で
は
話
せ
な
か
っ
た

の
で
、話
を
す
る
の
は
無
理
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。な
の
で
、ロ
シ
ア
語
で

は
な
く
英
語
で
も
会
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。 

　
今
回
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
行
っ
た
こ

と
で
改
め
て
世
界
の
共
通
語
で
あ
る

英
語
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。な

の
で
、こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
し
っ
か

り
と
英
語
を
学
び
こ
の
体
験
を
活
か

し
て
自
分
の
目
標
に
向
か
い
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ハバロフスク派遣事業 
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海
外
派
遣
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
 

上
北
中
三
年
　
蛯
名
　
美
香
 

ロ
シ
ア
の
思
い
出
や
 

　
　
　
　
　
　
驚
か
さ
れ
た
こ
と
 

上
北
中
三
年
　
野
田
　
享
聖
 

　
私
は
こ
の
ロ
シ
ア
で
の
四
日
間
が

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
一
つ
に
な

り
ま
し
た
。 

　
ロ
シ
ア
に
行
く
前
に
私
が
ま
ず
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、日

本
と
ロ
シ
ア
の
異
国
の
文
化
を
体
験

す
る
こ
と
と
、ロ
シ
ア
の
学
校
風
景

を
見
て
く
る
こ
と
で
し
た
。 

　
実
際
に
ロ
シ
ア
に
行
っ
て
す
ぐ
水

道
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
な
ど
、日
本
と
は
違
う
様
々

な
文
化
や
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
び
っ
く
り
し

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
一
番「
わ
ぁ
〜
お
」と
思
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
学
校
風
景
で
す
。

な
ん
と
言
っ
て
も
、あ
の
本
に
出
て

く
る
よ
う
な
お
花
の
絵
が
描
い
て
あ

る
廊
下
の
壁
や
一
段
一
段
高
さ
が
違

う
階
段
は
、今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。廊
下
の
壁
は
絵
だ
け
で

は
な
く
階
ご
と
に
色
が
、ピ
ン
ク
、黄

緑
、黄
色
と
違
い
ま
し
た
。私
た
ち
か

ら
し
た
ら
、本
当
に
か
わ
い
い
な
と

思
っ
て
し
ま
う
け
ど
、男
子
か
ら
見

た
ら
嫌
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。あ
と
、机
と
机
の
間
は
三
十
　

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」に
参
加
し
て

に
参
加
し
て
 

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
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ス
ク
地
方

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」に
参
加
し
て

に
参
加
し
て
 

「
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
 

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業
」に
参
加
し
て
 

　「
国
際
性
豊
か
な
人
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

派
遣
事
業
」が
八
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
の
四
日
間
行
わ
れ
、町
内
の
中
学

生
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
環
境
の
異
な
る
土
地
で
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
た
皆
さ
ん
に
海
外
生
活

で
の
感
想
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
僕
は
、ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
視

察
派
遣
に
行
っ
て
ロ
シ
ア
の
日
本
で

は
体
験
で
き
な
い
事
な
ど
を
、身
を

持
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
ま
ず
、驚
い
た
の
は
、現
地
に
つ
い

て
す
ぐ
の
こ
と
で
し
た
。そ
れ
は
、も

う
夕
方
な
の
に
真
昼
の
よ
う
に
明
る

い
こ
と
で
し
た
。そ
れ
は
、白
夜
と
い

う
現
象
で
日
本
に
は
な
い
こ
と
だ
っ

た
の
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。次
に
食

文
化
の
違
い
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
北
側
で
冬
は
寒
い
の
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
対
策
法
が
食
べ

物
に
も
表
れ
て
い
て
、例
え
ば
パ
ン

が
凍
ら
な
い
よ
う
に
水
分
を
で
き
る

だ
け
無
く
し
乾
い
た
状
態
で
あ
っ
た

り
、保
存
が
き
く
物
が
よ
く
売
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、住
ま
い

も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、日
本
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
レ
ン
ガ
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
材
料
の
建
築
が
多
く
、し

か
も
、各
家
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

近
く
の
発
電
所
か
ら
温
か
い
蒸
気
を

取
り
寄
せ
、寒
さ
を
し
の
ぐ
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
し
た
。僕
は
、こ
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
話
を
聞
い
た
時「
こ

こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
ロ
シ
ア
の
冬
っ
て
一
体
」と
い

う
気
持
ち
で
し
た
。ロ
シ
ア
の
学
校

に
行
っ
た
時
は
、僕
た
ち
の
通
う
学

校
と
は
少
し
違
っ
た
内
装
で
、階
段

の
段
差
が
不
規
則
で
し
た
。そ
こ
に

は
、僕
た
ち
と
同
じ
年
な
の
に
背
が

す
ご
く
高
い
人
た
ち
が
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。次
に
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の

よ
う
な
民
族
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
行
っ

た
時
は
、い
ろ
ん
な
ダ
ン
ス
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、合
コ

ン
の
よ
う
な
状
態
で
座
ら
さ
れ
、僕

は
か
な
り
引
い
て
い
ま
し
た
が
、み

ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
て
よ
か
っ
た
で

す
。僕
は
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で

日
本
以
外
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
し
、勉
強
し
て
い
て
も
分
か

ら
な
い
よ
う
な
こ
と
や
日
本
に
い
た

ら
わ
か
ら
な
い
天
候
や
食
べ
物
と

い
っ
た
こ
と
を
体
験
で
き
た
こ
の
ロ

シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
視
察
派
遣
に
感

謝
し
、ロ
シ
ア
で
身
を
も
っ
て
体
験

し
て
き
た
こ
と
を
今
後
の
人
生
の
中

で
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。最
後
に
ロ
シ
ア
に
行
か
せ
て

く
れ
た
親
と
町
や
学
校
、こ
の
派
遣

に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

cm
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　健康づくりチャレンジャーとして登録されると、実践記録表と実践

報告書を送ります。 

　また、研修会を希望された方には、研修会のご案内を差し上げます。

※健康づくりチャレンジャーについて、詳しくは保健衛生課までお問

　い合わせください。 

　青森県では「健康あおもり21」を推進するために、県民一人ひとりが主体的に健康づくり

に参加し、実践できる健康づくりチャレンジャー事業を積極的に展開します。 

健康健康づくりチャレンジャー 健康健康づくりチャレンジャー 健康づくりチャレンジャー 健康づくりチャレンジャー 募集！ 生活習慣を改善する 

健康づくりチャレンジャーは 

継

続
 

継

続
 

継

続
 

（開始時） 

目標を決め 

申込書を送る 

（３か月後） 

実践結果を 

報告する 

（サポート） 

実　　践 

（1～2週間後） 

健康づくりチャレンジ

ャーの登録証が届く 

タンポポ教室主催のふれあいコンサート 

12・1月の健康カレンダー 
事  業  名 

乳児健診 

幼児健診 

上北保健福祉 
センター 

13：00～ 
13：15

13：00～ 
13：15

12：50～ 
13：00

七戸病院健康 
管理センター 

・３ヵ月児 
（平成17年8月6日～8月26日生まれ） 
＊対象者には個別通知します 

・６ヵ月児 
（平成17年5月、6月生まれ） 

・９ヵ月児 
（平成17年2月、3月生まれ） 

・２歳６ヵ月児健診 
（平成15年6月、7月生まれ） 

12月16日（金） 

12月22日（木） 

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者 

問い合わせ先：保健衛生課 
東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001 
上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

10：00～ 
10：15

13：00～ 
13：15

１月12日（木） 

12月20日（火） 

12月 6日（火） 
東北町保健 
福祉センター 

東北町保健福祉
センター 

東北町保健福祉 
センター 

12：00～ 
14：00

 9：30～ 
12：00

10：00～ 
14：30

東北町老人福祉 
センター 

中央公民館 

はつらつ教室 

ポテトクラブ 
（精神障害者の集い） 

毎週　　　   
月、火、木、金 

ほがらか教室 

・40歳以上で自分または家族の協力で会
場まで来られる方 

（参加希望の方は上北保健福祉センター
までご連絡ください。） 

・脳卒中後遺症、老化などにより体の機能
が低下している方（自分または家族の協
力で会場まで来られる方） 

・心の病気を治療中で社会復帰を目指し
ている方、及び家族の方 
（初めて参加する方は申請書等の提出が
必要ですので保健師までご連絡ください。） 

上北保健福祉 

センター 

つつじ作業所 

乳幼児健診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。 

12月20日（火） 

12月21日（水） 

12月13日（火） 

１月10日（火） 

12月 6日（火） 

12月20日（火） 

上北保健福祉 
センター 

・１歳児健診 
（平成16年11月、12月生まれ） 

・１歳６ヵ月児健診 
（平成16年5月、6月生まれ） 

・２歳６ヵ月児健診 
（平成15年5月、6月生まれ） 

 9：30～ 
10：00
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こんにちは保健師です 

東北町保健師 

和　田　真紀子 

タンポポ教室から自主活動へ 

　９月23日、上北保健福祉センターで障害を持

つ子どもの親の会「タンポポ教室」主催の「松山

隆宏ふれあいコンサート」が行われました。 

　「ふれあいコンサート」という名のとおり、タ

ンポポ教室のメンバー・支援者や観客約40人で

一緒に手拍子・かけ声をして、ふれあいながらの

楽しいひと時を過ごしました。 

　松山隆宏さんはこれまでに、何度か七戸養護

学校を訪れたことのある方で、コンサートをや

りたいと話したところ、サックスの徳永清志さ

んと一緒に来てくれました。 

　「タンポポ教室」の自主活動としては初の開催

で、企画・準備・運営をすべて行いました。今回は

初めてなので、主に教室のメンバーに参加を呼

びかけましたが、手応えを感じたメンバーはコ

ンサートを通して「もっと地域の方々とふれあ

う機会をつくっていきたい」、「ぜひ、またやろう」

と意気込んでいました。 

 

　今から18年前、ある家庭を訪問した時のこと

です。「同じ悩みを持つ他の母親と話がしたい」

という方がおり、昭和63年度から障害児を抱え

悩んでいる家族の交流を図るため、「タンポポ教

室」を開催しています。 

　はじめは、「どうして、うちの子だけがこんな

目にあうのか」、「どうして、我が家なのか」とぐ

ちのこぼし合いばかりでした。そのうち、ぐちの

こぼし合いだけでなく、「親の役割ってなんだろ

う」、「自分たちばかり、話していても変わらない。

一緒に生活している地域の方々の理解を深める

にはどうしたらいいのか」、「いつまでも親が元

気でいるとは限らない。少しでも子どもが自立

した生活ができるようになるためには、どうし

ていけばいいのか」という事が話題となり、子育

てフォーラムを開催したり、生き活きまつりへ

参加したりと活動が広がってきました。今では、

自主活動として、乗馬体験・生き活きまつり展示・

今回初めて企画したコンサート、卒業生を送る

会等を行っています。 

　３家族から始めた教室も、今では11家族となり、

障害の種類・程度も広がってきました。 

　それぞれの子どもには個性があります。障害

の有無に関わらず、その子に適した生活ができ

るようにと願う気持ちはすべての親が思ってい

ることでしょう。 

　自分の子どもの個性を知り、子どもと一緒に

親も成長していきましょう。 

 

　タンポポ教室についての問い合わせは 

東北町上北保健センター　保健師まで 

健康づくりチャレンジャー 健康づくりチャレンジャー 

継

続
 

継

続
 

タンポポ教室主催のふれあいコンサートタンポポ教室主催のふれあいコンサート タンポポ教室主催のふれあいコンサート 
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大学の奨学生募集 
 
◆申請資格－東北町に住所
を有する子弟で、平成18年
４月に大学への進学希望者
及び現在大学の在学生で、
経済的事由により修学困難
な者。(注)「大学」とは、国立・
公立・私立及び昼間・夜間の
別は問わないが、通信教育
学部、短期大学、放送大学、
自治医科大学、防衛大学、海
上保安大学及び各種専門学
校等は対象になりません。
◆奨学資金の貸与額・貸与期間 
　・貸与月額５万円以内 
　・入学一時金30万円以内 
◆申請期限－平成18年２月
　15日（水） 
※申請時の提出書類等詳し
　くは、教育委員会学務課
　まで。 
℡ 0176-56-3111（代表）又は、
℡ 0175-63-2111（内線713） 
 
 
 
 
 
 
 
 
　将来、満額の老齢基礎年
金を受け取るためにも追納
をおすすめします。 
　保険料免除（全額・半額）、
若年者納付猶予、学生納付
特例が承認された期間（半
額免除は半額の保険料を納
めることが必要）は、老齢基
礎年金が、保険料を納めた
場合より少なくなってしま
います。そこで、ゆとりがで

きたときは十年前まで遡っ
て納めることができる「追納」
をおすすめします。十年を
経過すると保険料の追納は
できなくなりますのでご注
意ください。保険料免除、若
年者納付猶予、学生納付特
例が承認されてから十年目
に当たる月の月末が追納の
納付期限です。 
　追納することにより保険
料を納めた場合と同じ年金
額の老齢基礎年金を受ける
ことができます。ただし、三
年目以降、追納する場合は
当時の保険料に加算金がつ
きますので、お早めの追納
をおすすめします。追納に
は専用の納付書が必要です
ので、ご希望の方は青森社
会保険事務所へお問い合わ
せください。 
【移動年金相談】 
◆場所－野辺地町中央公民館 
◆日時－12月8日（木） 
　　　　11：00～14：30 
◆場所－七戸町柏葉館 
◆日時－12月21日（水） 
　　　　11：00～14：30 
【国民年金納付相談】 
◆場所 
　東北町文化センター 
◆日時－12月21日（水） 
　　　　11：00～15：00 
◆場所－東北町コミュニテ
　ィーセンター未来館 
◆日時－12月22日（木） 
　　　　11：00～15：00 
※基礎年金番号通知書及び
　年金手帳、職歴のメモ等
　お持ちください。 
◎お問合せ先 
　町民課国民年金係 
▽本庁舎 
　℡ 0176-56-3111（内線153） 
▽分庁舎 
　℡ 0175-63-2111（内線548） 
▽青森社会保険事務所 
　℡ 017-734-7490 
　（国民年金第１課） 

青森県秀作美術展が開催され、
町民の皆さんが芸術の秋を楽
しみましたが、同展に展示され
た作品は何点？ 　（ヒントP6） 

11月号当選者 
　○千　葉　宏　樹　さん 
　○小　林　光　春　さん 
　○甲　田　テイ子　さん 
　○大　坂　チ　エ　さん 
　○蛯　名　礼　子　さん 

11月号の答え 
　①8人・カナダ 

　②旭町地区 

　③4分の1

自分の歯が20本以上ある65 
歳以上のよい歯の老人が2人
表彰されましたが、お2人の残
本数の合計は何本？（ヒントP5） 

12月16日（金） 

Q2

東北地区で実年式が行われま
したが、何歳の方が対象でしょ
うか？　　　　　（ヒントP20） 

Q3

Q1

役場企画課 

・ ・ ・ 

東北町スポーツ賞候補者の推薦について 東北町スポーツ賞候補者の推薦について 

新「東北町」誕生記念式典並びに祝賀会 新「東北町」誕生記念式典並びに祝賀会 

奨学資金 
cholarshipS



東北町スポーツ賞候補者の推薦について 

12

東北町スポーツ賞候補者の推薦について 東北町スポーツ賞候補者の推薦について 東北町スポーツ賞候補者の推薦について 

新「東北町」「東北町」誕生記念式典並びに祝賀会誕生記念式典並びに祝賀会 新「東北町」「東北町」誕生記念式典並びに祝賀会誕生記念式典並びに祝賀会 新「東北町」誕生記念式典並びに祝賀会 

◎お問合せ先－東北町教育委員会 

　スポーツ振興課　℡ 0175－63－3500　　ふれあいドーム上北　℡ 0176－56－5553

　町では、東北町のスポーツの普及・振興にご尽力のあった個人・団体、並びに特に顕著な成績
をあげた方々に対し、「スポーツ賞」を授与し、その功績を称えることになりました。 
　つきましては、下記の規則をご参照の上、該当者がありましたら電話又は口頭でご連絡くだ
さい。なお、ご推薦なされる方には推薦書・表彰の基準等の詳細をお送りします。 
※ただし、小・中学生の推薦は除きます。 
☆推薦期限－12月20日（火）まで 

東北町体育・スポーツに関する表彰規則（抜粋） 
第3条　表彰は、個人又は団体で次の各号のいずれかに該当するものに対して行う。 

１）功労賞 
　ア　当町のスポーツ振興につくしたもの 
　イ　多年にわたり選手の養成、団体の育成指導につくしたもの 
　ウ　学校体育の振興につくしたもの 
　エ　体育・スポーツに関する学問的研究等で顕著な成果をあげたもの 
２）スポーツ賞 
　ア　国際スポーツ大会に出場したもの 
　イ　国民体育大会及び各種全国大会に出場し、優秀な成績をおさめたもの 
３）優秀選手賞 
　ア　国民体育大会及び各種全国大会に出場したもの 
　イ　各種東北大会及びこれに準ずる大会に出場し、入賞したもの 
　ウ　各種県大会及びこれに準ずる大会において、優秀な成績をおさめたもの 
　エ　ア、イ及びウに掲げるもののほか、特に優秀選手賞を授与することが適当と認めら
　　　れるもの 
４）特別優秀選手賞 
　ア　優秀選手賞を連続して３回以上受賞したもの 
　イ　前各号に掲げるもののほか、審査会の認めたもの 

◆日時－平成18年１月５日（木） 

　式典：午前10時　祝賀会：正午 

◆会場－東北町民体育館（旧上北町民体育館） 

◎お問合せ先 

　℡ 0176－56－3111（代表）または ℡ 0175－63－2111
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除雪作業に 
 ご協力を！ 
除雪作業に 
 ご協力を！ 

交通死亡事故抑止交通死亡事故抑止 交通死亡事故抑止交通死亡事故抑止 

ファイナル40日作戦実施中 
交通死亡事故抑止 

11月22日から12月31日まで40日間 11月22日から12月31日まで40日間 

七戸警察署・野辺地警察署 

①
メ
ー
タ
ー
の
あ
る
位
置
は
、
主
に
家
屋

　
の
軒
下
で
一
段
と
寒
さ
の
厳
し
い
所
で

　
す
。ワ
ラ
や
土
な
ど
で
防
護
し
、凍
結
か

　
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。 

②
不
凍
栓
や
水
抜
栓
の
取
扱
い
に
は
注
意

　
し
、
寝
る
前
や
長
期
間
留
守
に
す
る
場

　
合
に
は
、し
っ
か
り
と
締
め
、蛇
口
は
開

　
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
風
呂
場
等
は
要

　
注
意
） 

③
上
北
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
十
二

　
〜
三
月
は
、メ
ー
タ
ー
検
針
は
し
ま
せ
ん
。

　
漏
水
の
た
め
異
常
に
高
い
料
金
を
請
求

　
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全
部

　
の
蛇
口
を
締
め
て
、
メ
ー
タ
ー
が
回
転

　
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。 

④
凍
結
な
ど
で
破
損
や
漏
水
し
た
場
合
に

　
は
、
水
道
工
事
指
定
店
で
直
し
て
も
ら

　
い
ま
し
ょ
う
。 

 ※
な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
や
町
外
の
水
道

　
工
事
指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
役
場

　
水
道
課
℡
０
１
７
６
‐
５
６
‐
３
１
１
１

　
又
は
℡
０
１
７
５
‐
６
３
‐
２
１
１
１
内

　
線（
３
８
１
）ま
た
は
直
通
℡
０
１
７
６

　
‐
５
８
‐
１
０
６
２
ま
で
。 

東北町水道工事指定店（町内） 

社　　名 電話番号 社　　名 電話番号 

（有）蛯名水道 

（有）佐々木建設 

（有）サプライシステム 

（有）三共設備工業 

（株）高橋電機工業 

（株）山美建設 

新栄建設（株） 

附田設備工業（株） 

（有）安江設備 

（有）北斗水道 

（有）高木電気 

東誠電気工業（株） 

高山管工設備工業 

佐藤設備 

勝電気工業（株） 

0176－56－2321

0176－56－2284

0176－56－5959

0176－56－5307

0176－56－4898

0176－56－2333

0176－56－5265

0175－62－3011

0175－63－3473

0175－63－3020

0175－63－2234

0175－63－2909

0175－63－3470

0175－68－2152

0175－63－3149

　県内では昭和40年以来、実に40年ぶりに年間交通事故死者数が100人未満となる
状況にあります。 
　このため県警察では、犠牲者100人未満達成のため次のことを重点に交通指導取
締りを強化するなど特別な作戦を実施しています。 

☆交通死亡事故抑止重点☆  
○高齢者の交通死亡事故の抑止 

○夕暮れ時と夜間における交通死亡事故の抑止 

○飲酒運転に起因する交通死亡事故の抑止 

○シートベルトの着用とチャイルドシートの使用の徹底 
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除雪作業に 
 ご協力を！ 
除雪作業に 
 ご協力を！ 
除雪作業に 
 ご協力を！ 

夜作業にご理解を 路上駐車はやめましょう 

道路に雪を 
捨てないでください 

作業中の除雪車には30m 
以内に近寄らないでください 通行規制にご協力を 

交通死亡事故抑止 交通死亡事故抑止 

　除雪及び排雪作業は交通渋
滞をひきおこさないために、交
通量の少なくなった夜間、早朝
に行われます。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解ください。 

　路上の駐停車は除雪の妨げ
になります。決められた場所以
外での駐停車はやめましょう。
また、故障などでやむをえず路
上におくときは、目印に赤旗を
立ててください。 

　除雪車でよせた雪を道路に
返したり、各家庭の雪を道路に
押し出したりしないでください。 

　除雪車は重機械であり、前後
10m位は死角となります。また、
雪の中に混じっている砕石、ガ
ラス等が飛び散る場合もあり
ますので30m以内には近寄ら
ないようにお願いします。 

　除雪及び排雪作業を、迅速に、
安全に進めるために一時通行
止めにすることがあります。ご
理解とご協力をお願い致します。 
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平成1 7 年度海洋教育事業 
Ｂ＆Ｇ「体験クルーズ」 
参　加　者　募　集

 
◆実施期間－平成18年３月
　26日（日）～３月31日（金）
　５泊６日 
◆参加対象－小学４年生から
　中学３年生の男女 
※現地研修活動並びに団体活
　動に支障がない方 
◆募集人員－１人（友人２人
　で参加したい場合は相談可）
◆研修地－小笠原諸島父島（二
　見港） 
◆行程－東京晴海埠頭（洋上
　２泊）～父島（現地１泊）～
　東京晴海埠頭（洋上２泊） 
◆研修内容－自然・海洋体験
　活動、海洋観察、交流活動 
◆参加費－101,000円（町か
　ら半額補助50,500円） 
※この経費（参加費）以外に各
　自負担分として自宅から集
　合場所（仙台駅）、解散場所（仙
　台駅）から自宅までの旅費、
　小遣い等個人的な諸経費が
　必要となります。 
◆申込み締切日－平成17年
　12月26日（月） 
◆お申込・お問合せ先 
※参加申込者本人の保護者が
　申込みすること（電話可）東
　北町北総合運動公園トレー
　ニングセンター内スポーツ
　振興課 
　℡ 0175-63-3500 
　FAX 0175-63-4477 
　担当 漆戸 
※疑問に思う点などあれば、
　気軽にご相談ください。 

みどりの大地とロマンの森 
公園管理人募集 

 
◆業務内容－冬季間（12月～
　３月）の公園内における管
　理棟・休憩棟の清掃、屋外便
　所の清掃、ゲレンデ整備、簡
　易リフト運転助手、建物周
　辺等の除雪、火気管理、その
　他管理に関する業務。 
◆募集人員－２名程度 
◆応募資格－東北町民であり、
　現在無職で休職中の方。ス
　ノーモービル運転可能な方 
◆ 任用期間等－ 平成17年12
　月末～平成18年3月上旬ま
　でのうち70日程度。 
◆ 勤務時間等－ 午前10時か
　ら午後９時までの間で、５
　～８時間程度の勤務。祝祭
　日勤務あり。 
◆募集締切－12月13日（火）
※履歴書提出のこと。 
◎応募・問合せ先－東北町ス
　キークラブ事務局 乙供（東
　北町役場分庁舎税務課内） 
　℡ 0176-56-3111（代表）又は
　℡ 0175-63-2111（内線514） 
 

「あおもりクラフト 
     コンペ2005」作品募集 
 
　平成18年1月21日(土)～23
日(月)、中三青森本店で開催さ
れる「2005あおもり伝統工芸・
クラフト展」で展示する作品
を募集します。 
【作品の条件】 
　使いやすさと美しさを兼ね
備えた日常生活で使用するこ
とのできる工芸品（大きさは縦・
横・高さ各1.5ｍ以内） 
【賞金等】 
▽グランプリ－30万円 
▽金賞・デザイン賞・私が使い
　たいクラフト賞－各５万円 
▽奨励賞－記念品 

【出品登録料】 
　１種につき3,000円 
◆お申込・お問合せ先－12月
　31日（土）（消印有効）までに、
　所定の申込書に必要事項を
　記入し、お申込みください。 
▽2005あおもり伝統工芸・ク
　ラフト展実行委員会事務局
　℡／FAX 017-723-5387 
 

放送大学学生募集 
 
　放送大学では、平成18年度
第１学期（４月入学）「教養学
部生」、「大学院修士選科生」及
び「大学院修士科目生」の学生
を募集します。 
【出願受付期間】 
　平成17年12月15日（木）～
　平成18年２月28日（火） 
◎お問合せ先 
▽放送大学青森学習センター
　℡ 0172-38-0500 
▽八戸サテライトスペース　
　℡ 0178-70-1663 
▽放送大学ホームページ 
　http://www.u-air.ac.jp/hp 
※ホームページからも資料請
　求・出願ができます。 

 
２級ホームヘルパー 
養成講座のご案内 

 
◆期日－平成18年2月3日（金）
　～3月8日（水） 
　全日制の通学講座により約
　１か月間にて修了 
◆応募資格－18歳以上の健
　康な方で男女、経験、学歴は
　問いません 
◆定員－24名 
◆受付－随時（定員になり次
　第締切） 
◆会場－三沢市国際交流教育 
　センター 
◎お問合せ先－楽晴会TS学
　院　℡ 0176-54-2534
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文部科学省認定 
実用英語技能検定 

 
◆日程 
▽一次試験　１月29日（日） 
▽二次試験　２月26日（日） 
◆場所 
▽本会場－国立八戸工業高等
　専門学校▽準会場－各学校、
　予備校、塾等 
◆対象－総合的英語力を試し、
　生かしたい方 
◆費用－受験級・受験会場に
　より異なります。 
◆申込み－12月１日から26
　日までに準会場、コンビニ、
　郵便、インターネット、特約
　書店（22日まで）のいずれ
　かでお申込みください。 
◎お問合せ先－日本英語検定 
　協会八戸会場実施委 
　℡ 0176-24-3028 
 
 
 
 
 
 

ご利用ください！ 
便利なｅ－Ｔａｘ 

 
　これまで書面により行われ
ていた国税の申告、納税など
の手続が全国どこからでもイ
ンターネットを使って行える
ようになりました。 
　ｅ－Ｔａｘでは、国税に関
する各種手続（所得税、法人税、
消費税、酒税及び印紙税の申告、
納税、申請・届出等）が自宅や
事務所からインターネットで
可能になります。 

　特に源泉所得税や消費税の
納付など回数の多い手続につ
いては大変便利です。 
　事務の省力化、ペーパーレ
ス化のためにも是非ご利用く
ださい。 
◎お問合せ先 
① 全国一律市内通話料金の 
　「ヘルプデスク」 
　（℡ 0570-015901 利用時
　間平日午前9時～午後5時）
②e-Tax ホームページ 
　（http://www.e-tax.nta.go.jp）
　 
 
 
 
 
 
上北町商工会共通商品券 
についてのお知らせ 

 
　上北町商工業振興の活性化
を図るため、今年７月より販
売しておりました「上北町商
工会共通商品券」は平成17年
12月31日を過ぎますとご使
用できません。（今年度共通商
品券の有効期限が平成17年
12月31日となっているため）
お早めにご利用くださいます
ようお願いします。 
　詳しくは、上北町商工会 
　（℡ 0176-56-2335）まで。 

 
労働者・事業主の皆様！職場
でのトラブル解決を労働局
がお手伝いします 
 
　個々の労働者と事業主の間
の労働条件、募集・採用、セク

ハラ等労働関係のあらゆる紛
争を対象に、次の制度を無料
でご利用いただけます。 
①総合労働相談コーナーにお
　ける情報提供・相談 
②青森労働局長による助言・
　指導 
③青森紛争調整委員会（弁護士・
　大学教授等により構成）に
　よるあっせん（あっせんは
　募集・採用に関するものを
　除く） 
◎お問合せ先 
　青森労働局総務部企画室 
　（℡ 017-734-4212）または
　十和田労働基準監督署庁舎
　内総合労働相談コーナーま
　でお寄せください。 
☆青森労働局ホームページ 
    http://www.aomori.plb.go.jp/ 

 
公立七戸病院 

年末年始休診のお知らせ 
 
平成17年度七戸病院 

1月4日（水）から 
　　　　平常通り診療 

12月29日（木） 
～ 

１月３日（火） 

12月28日（水） 平常どおり 
診　療 

休　診 
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■町の人口《10月》 

〔　〕は、昨年同期との比較増減。 

※（　）内は1月からの累計　 

■町の交通事故《10月》 

■町の火災《10月》 

■救急車出動件数《10月》 

TEL 0176-62-3141
TEL 0176-56-2119
TEL 0175-63-2520

中部上北消防本部 

中央消防署 

上北消防署 

東北消防署 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

男 

女 

計 

世帯数 

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

10,185人 

10,715人 

20,900人 

6,879世帯 

7人 

25人 

30人 

40人 

〔 △84人〕 

〔△113人〕 

〔△197人〕

〔14世帯〕 

（ 101人） 

（ 216人） 

（ 483人） 

（ 569人） 

蛯　名　宥一子 （新　町・淳　也） 

和　田　　葵　 （上　野・吉　彦） 

新　山　瑛　大 （新　山・玄　成） 

鶴ケ　　仁　奈 （巴　蘭・知　博） 

江刺家　釉　音 （長者久保・栄　治） 

土　橋　那　奈 （甲　地・隆　広） 

相　澤　俊　介 （公園団地・啓　二） 

竹　内　　彰　 （菩提寺） 

五日市　優　子 （六戸町） 

人身事故

負 傷 者  

死 亡  

3件 

3人 

0人 

（　68件） 

（　91人） 

（　  4人） 

建 物  

林 野  

車 両  

そ の 他  

0件 

0件 

0件 

0件 

（　  6件） 

（　  5件） 

（　  0件） 

（　  2件） 

34件 （ 452件） 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あおい 

えい　　 た 

にい　　 な 

しゅん　 すけ 

ゆ　い　こ 

な　　   な 

ゆう　　 ね 

♥ 笹　倉　拓　章 （保戸沢） 

遠　藤　正　子 （北海道） 
♥

中　野　政　嗣 （八戸市） 

石　文　美　幸 （林　口） 
♥

木　村　拓　也 （中　村） 

甲　地　幸　子 （甲　地） 
♥

千　葉　　満　 （横浜町） 

甲　地　めぐみ （甲　地） 
♥

和　田　は　つ　88　上　野 

中野渡　は　つ　92　旭　町 

蛯　名　三之助　86　旭　町 

濱　田　ナ　カ　70　舟ヶ沢 

和　田　タ　キ　98　上　野 

竹　内　か　よ　98　菩提寺 

和　田　博　文　78　上　野 

沼　村　武　利　79　本　村 

佐々木　與四郎　71　栄　町 

蛯　名　ト　ヨ　80　花向町 

蛯　名　チ　ヨ　85　上　野 

蛯　澤　理三郎　88　表　町 

酒　田　昭五郎　72　輝ヶ丘 

向　井　勝　郎　82　外蛯沢 

野田頭　な　つ　91　松風荘 

木　村　房　吉　89　下板橋 

久保田　長　一　82　寒　水 

木　村　チ　ヤ　87　乙　供 

佐　伯　の　ゑ　87　　旭　 

　　　　きくゑ　85　乙供栄町 

木　村　かほる　92　中　村 

大　丸　繁　男　71　淋　代 

野田頭　鐵　　　65　野田頭 

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

毎月１日は県民交通安全の日 
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。 

発
生 

死

者

の

状

態

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

死
者 

傷
者 

10月中 

737件 
（＋13） 

7人 
（－5） 

910人 
（－5） 

6,748件 
（－262） 

72人 
（－19） 

8人 
（－8） 

35人 
（－3） 

38人 
（－11） 

17人 
（－2） 

7人 
（－12） 

8,493人 
（－389） 

（平成17年） 青森県交通対策協議会 

年 累 計  飲酒運転による死者 

自動車乗車中の死者 

着用していれば 
助かったと思われる人 

非 着 用 死 者  

高齢者の死者 
～65歳以上の人～ 

あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

氏　　名 

氏　　名 町名 氏　　名 町名 

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者 

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名 

平成17年10月届出分 
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墨
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口
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て
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乳
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裏
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け
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手
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孫
自
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り
し
て
木
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音
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ぬ
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と
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ん
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草
紅
葉
小
銭
置
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れ
し
野
の
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さ
や
さ
や
と
夕
暮
れ
す
す
き
の
立
話 

い
し
ぶ
み
俳
句
会 

い
し
ぶ
み
俳
句
会 

あ
け
ぼ
の
句
会 

あ
け
ぼ
の
句
会 

山
鳥
の
尾
を
ふ
る
わ
す
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー 

附
田
チ
マ 

ほ
の
白
き
神
の
寝
床
か
蕎
麦
の
花 

蛯
沢
市
助 

鮟
鱇
の
と
も
和
え
夫
の
酒
う
ま
し 

工
藤
ト
ミ
エ 

三
浦
幸
江 

心
経
の
文
字
匂
ひ
け
り
絹
扇 

都
母
大
和 

秋
時
雨
目
だ
け
が
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る
闇
の
猫 

久
保
田
征
子 

完
熟
の
鼻
を
く
す
ぐ
る
林
檎
か
な 

伊
賀
敬
子 

落
葉
舞
ふ
急
ぐ
家
路
の
前
う
し
ろ 

菊
地
ア
ヤ
メ 

人
文
字
の
手
を
継
な
ご
う
よ
さ
く
ら
ん
ぼ 

日
野
口
晃 
ど
う
に
で
も
し
ろ
と
鮟
鱇
ぶ
ら
下
が
る 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
　  

お 

か
が 

（
和
　
子
） 

（
チ
　
ヱ
） 

（
祥
　
子
） 

（
テ
ル
女
） 

（
信
　
女
） 

（
ア
サ
ヱ
） 

（
詔
　
子
） 

（
て
る
女
） 

（
節
　
子
） 

と　き　10時～12時 

ところ　東北町役場本庁舎 

　　　　2階休養室 

相談員　人権擁護委員・ 

　　　　行政相談員 

※詳しくは、役場総務課まで 
　お問い合わせください 

総合相談  
12月19日・1月10日 

八（黒石八郎）ちゃんと 
交通安全教室 

 
　反射材の「ぴかぴか」実験と
八（黒石八郎）ちゃんをゲスト
に、民謡や交通安全トークを
実施します。 
　高齢者の方を中心とした地
域住民のご来場をお待ちして
おります。 
◆とき－12月14日（水） 
　午後１時30分～３時30分 
◆ところ－野辺地町立体育館
※体育館駐車場が満車になり
　次第、閉鎖しますので、可能
　な限り乗り合いでご来場く
　ださい。 
◎お問合せ先 
　▽野辺地地区交通安全協会 
　　℡ 0175-64-6121 
　▽野辺地警察署 
　　℡ 0175-64-2121 

中高年のための 
健康体操教室（プチヨガ） 
＆クリスマスディナー 
 
　健康（ヘルシー）をテーマに、
家庭でもできる簡単なストレッ
チの仕方などを学び、ヘルシー
なクリスマスらしいお料理（食
べ放題）と音楽（生バンド）で
楽しいひと時をお過ごしくだ
さい。 
◆日時－12月21日（水） 
　開演18時～（20時終了予定） 
◆会場 
　青森原燃テクノロジーセンター 
◆会費－お一人様3,000円（飲 
　食代込） 
※宿泊ご希望の方は別途お一
　人様3,000円（１泊朝食付）
　をちょうだいします。 
◆対象者－中高年（40歳くら
　い～）の方ならどなたでも
◆定員－申込先着60名 
※定員になり次第締め切らせ 
　ていただきます。 
◎お申込・お問合せ先 
　お名前、電話番号をお申込
みください。 

▽（株）青森原燃テクノロジー
　センター 
　℡ 0175－63－4680 
　FAX 0175－63－4681 
【受付時間】 
　月曜～金曜 
　８時40分～17時20分 

◆お詫びと訂正－広報とうほ
　く11月号Ｐ9「町の話題」に
　誤りがありましたので、お
　詫びして訂正します。 
【誤】中部上北広域シルバー人
材センター（槇猛夫理事長） 
【正】中部上北広域シルバー人
材センター（千葉康夫理事長） 

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  



五十嵐 旭町 

　地域社会に重要な役割を果たしている60歳の男女を対象に

した「実年式」～60歳の集い～が10月23日、コミュニティーセ

ンターで対象者約80名が出席して行われました。 

　この実年式は、20歳ごとの年輪の集いとして実施、今回で16

回目。式典では、竹内町長が「実年式を契機に、健康にご留意され、

幸せな人生を歩んで下さい」と式辞。これに対し、出席者を代表

して安達富子さん（下田町）が「今までの経験を生かして積極的

に社会参加し、新しい東北町がより良い町になるよう協力して

いきたい」と決意を述べました。 

　式典終了後には、八戸市小売酒販組合事務局長の山崎ひとし

さんによる記念講演が行われたほか、祝賀会が行われ、久しぶ

りにあった仲間と近況などに話をはずませていました。 

▲
s
楽
し
い
ひ
と
時 

実年式に出席した皆さん 

・・・2～3 
・・・4～5 

・・・・・・・・・・・・・・6～7 
・・・8～9 

・・・・・・・・・・・10～11 
・・・・・・・・・・・12～18 
・・・・・・・・・・・・・・・・19 

・・・・・・・・・20

東北町産業文化まつり 
東北町生き活きまつり 
町の話題 
ハバロフスク派遣事業 
健康家族 
お知らせ 
戸籍の窓 
わが家のアイドル 

長男［7か月］ 魁都くん 
かい  と 

長女［3歳］ 梨々華ちゃん 
り 　り 　か 

自分が立てるようになり欲しい物がいっぱい 
明るく元気に育ってほしいです。 

長女［7か月］ 心美ちゃん 
ここ　み 

パパ・吹　越　光　一　さん 
ママ・　　　　紅　岩　さん 

パパ・田　村　久二男　さん 
ママ・　　　　ゆかり　さん 

元気で活発すぎる梨々華に負けないくらい 
魁都も男の子らしくたくましい子に育ってほしいです。 

「実年式」～60歳の集い～ 「実年式」～60歳の集い～ 

東北町産業文化まつり 
オープニングセレモニー 


